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今号の紙面から 　●3面 2017年度　町田市成人健康診査・がん検診のご案内　●4面 ３月議会が開会
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人口と世帯（外国人含む） 2017年2月1日現在人口 ： 428,474人（ 男：210,323人・女：218,151人）（前月より98人減） ／ 世帯 ： 192,289世帯（前月より31世帯減）

他にも紹介しきれなかったお話が！
起業に興味のある方、必見！

創業者たち

	 田新産業創造センター (MBDA)に本社
	 を置き、活躍する皆さんに「町田の起業」
について語っていただきました。 （以下、敬称略）

オンリーワンを創造して
　　　賑わいのあるまちをつくる

町田で起業。あなたの夢をかなえませんか？
都心にほど近く、経済活動が盛んな町田は、住むのに良いだけではなく、起業にも適しています。町田を拠点にして、あなたの経験や才能を発揮してみませんか？
「町田創業プロジェクト」では、市と支援機関が連携して、起業を希望する方を全面的にサポートしています。� 問産業観光課☎724・3296

———　町田新産業創造センター（MBDA）を拠点に活躍するパイオニアたち　———

■ なぜMBDAを選んだ？
木ノ内　他市での起業も検討しましたが、駅から
の近さと都心へのアクセスの良さが決め手です。更
に公共的な施設で信用があり、登記もできてセキュ
リティがしっかりしていることも理由です。
塚 本 　私は、家の近くで仕事をしたかったのと、
職種が場所を選ばないものなので、都心でなくても
事業ができると思いまして。
佐々木　入居した2013年当時は民間のシェアオフ
ィスが多い中で、MBDAは市によるインキュベーシ
ョンオフィス（起業希望者を支援する施設）という
点で一番信頼性が高かったからです。自宅が町田
ということもあり、申し込みました。
■ MBDAの魅力って？
佐々木　会社を立ち上げるときに必要な手続きに
ついて、ワンストップで教えてもらえるところが最
大の魅力です。
塚 本 　MBDAに同じような規模で会社を立ち上
げた人たちが多く、良い状況、悪い状況の両面を
見ることがあり、気が引き締まります。以前に自宅
で会社を立ち上げた時は、自分が進んでいる方向
が正しいのか分からなくなることがありました。

■ 創業支援の取り組み「町田創業プロジェクト」 
（本紙2面参照）を利用した感想は？

木 村 　プロジェクト受講による特典もさることな
がら、私のようなエンジニア出身者には、経営や財
務をはじめとする各分野の専門家のアドバイスは大
変ありがたいと感じました。
■ 面白い会社が町田の魅力をU

アップ
Pする!

佐々木　現在の事務所が手狭になってMBDAを出
るとしても、市内のいろいろな方が応援してくれて
いますし、多くの企業と良い関係を築いていますの
で、町田を出ていく理由が見当たりません。町田は
魅力ある一流の人が集まっていて、都心と比べても
全く遜色がない面白い町だなと感じています。
木 村 　私の子どもたちは小学生で、町田生まれ
町田育ち、ここが故郷になります。緑が多いし、
近所の野津田公園では走り回れて、子育てにもとて
も良い町だと感じています。また、FC町田ゼルビ
アをはじめとするスポーツや文化の面での盛り上が
りも、人々の心に良い影響を与えていると思います。
塚 本 　文化面で言えば、町田にも先端をいく面
白い会社があれば、クリエーターも自然と集まって
くると思う。例えば木ノ内さんの会社がどんどん成
長して大手の映画会社になってくれば…。
木ノ内　そうですね。そうなっていきたいですね。
木 村 　いいですね、映画の町。
塚 本 　そうなれば就職や取引などでクリエーター

やいろいろな人が集まる魅力的な町になりますね。
■ 町田の賑わいを生み出していきたい !
木 村 　町田は今でも活気ある町ですが、我々
MBDAの起業家たちが活躍することで、更に活発に
していきたい。それがこの町への恩返しになると思
うし、この町で育つ子どもたちの将来のためにもな
ると考えています。子どもが大きくなって自分の道
を見つけた時も町田に恩返しができるように、我々
はその基盤を整えておかなきゃいけないと思います。
木ノ内　塚本さんや私の会社が、町田に貢献して
いることで言えることは、「文化レベルの貢献」では
ないかと思います。そのため、都心にも負けないも
のを町田で作り続けることが大切だと思います。
塚 本 　自分たちの会社が大きくなれば取引先や社
員も増えて、それだけ町田に人が来る。そしてその人
たちがまちなかで飲食をすれば町がもっと賑やかに
なる。町田で事業を続けて成長することが、町田のた
めになるんだと思います。大手企業のように給料を
多く払えるわけではないけれど、社員にやりがいを
持って働いてもらい、“この人についていきたい”と思
われるような魅力をこれからも磨いていきたいです。
※�町田新産業創造センター（MBDA）とは？� �
起業家を支援する市の施設。詳細は、本紙２面をご覧
下さい。

木ノ内 輝 さん
㈱ Tokyo New Cinema　代表取締役
204号室：映画製作、配給、宣伝

木村 大介 さん
㈱アジラ　代表取締役
218号室：人工知能（AI）に関するサービス企画開発

佐々木 治郎 さん
㈱ビックボイス　代表取締役
303号室：ソフトウエアの設計、開発

塚本 貴一 さん
㈱ウェブトラスト　代表取締役
304号室：WEB制作、グラフィックデザイン
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